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「予防健康」「医療」「介護」は国民全員の関心ごと

【世界医師会（WMA）会長のマイケル・マーモット氏】

子供たちがおかれている状況（貧困・不平等・教育不足）に原因がある。

医療現場の専門職は子供たちの心身の健康を害する原因について関心をもて。

医療従事者は崇高な倫理観をもった集団であるべし。

１、健康・医療データを母子手帳から看取りまで

２、データを一元管理する基盤作り

３、日本政府は、健康医療データの基盤 ➡ 認定機関（EHR基盤など）

５、データの標準化 （ISO13606・openEHR・SS-MIX）

６、テーラーメード医療 （人種・民族・地域・個人・体質・遺伝子）

元気・健康で長生き ピンピンコロリ 病気をしない 予防・健診

幼児期・学童期に劣悪な環境 （喫煙・過度な飲酒・１０代での妊娠）の率が５倍から１０倍に上がる

＜＜社会的損失＞＞ ＜＜国の弱体化＞＞

４、情報はデジタル化が必要 ➡ 現場で使える便利ツールの提供
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